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ボート部・カヌー部代表者 各位 

◇Ａ１艇 試作艇完成【黄瀬】 
物理的にはボートは高剛性で軽いのが良いはずです。その考えにそって、桑野では世界一硬いボートを作ることが出来るよう

になりました。ところが、それだけでは漕手が求める感覚とは少しズレがあることが分かってきました。そこで繊維構成を変

更し、メインスキンにアラミドを使用して剛性を下げた試作艇を製造。12 月上旬にその艇が完成し、試漕を行いました。剛性

テスト（※）の結果はカーボンの 4.77mm に比べ 6.45mm とかなり低くなり、漕いだ感覚でも硬さの違いは明らかでした。ただ、

漕手の筋力や体格、ローイングスタイルによって、艇速に繋がる剛性値は異なるように感じたのも確かで、より多くの方に試

漕していただく必要性を感じています。また、新しいテーマも見えてきましたので A1 艇のさらなる進化にご期待下さい。 

※剛性テスト･･･5m 間隔にウマを置いて艇を支持、20kg 荷重を中心に載せた時の変形量を測定するテスト。 

◇お知らせ 
＊メンテナンス講習会 参加者募集のお知らせ 

FRP 艇（ボート、カヌー）の修理方法を学んでいただく、『メンテナンス講習会』の季節が近付いてきました。次回は以下の日

程で開催します。なお、これまでのメンテナンス講習会を受講済みの方々専用に、ステップアップ講習会の併催も予定をして

おります。申込は定員になり次第、締切りとさせていただきますので、どうぞお早めにお申し込み下さい。 

 【日時】 2010/2/5（金）13:00 ～ 2/7(日）12:00 3 日間  【場所】 桑野造船株式会社 堅田工場 

 【参加費】無料（ただし、工場までの交通費および宿泊費等はご負担下さい。） 【募集定員】10 名程度 

 【申込方法】以下の項目をメールまたは FAX(077-573-8002)にてお知らせ下さい。 

  ・お名前 ・所属団体 ・年齢 ・ご住所 ・TEL ・FAX ・E メール ・参加区分（団体より派遣 または 個人参加） 

＊トレーラー運行予定 

年明け早々に中国・九州方面へトレーラー運行を予定しています。修理艇の引取りやご相談等ございましたら、ご連絡下さい。 

＊年末年始休暇のお知らせ 

以下の通り、年末年始休暇を頂戴します。休暇中に頂いたご注文は年明け 1 月 6 日より順次発送となります。ご迷惑をおかけ

しますが、ご理解のほどお願い申し上げます。【年末年始休暇：12/29(火)～1/5(火) なお年明け 1/9(土)は営業日です】 

＊今年最後の Boat Times です 

今年は U23 選手権での銀メダル、現役高校生の全日本制覇と若い選手の活躍が目立った１年でした。国産Ａ１艇のご注文もい

ただけるようになり、桑野造船も未来へ向かって一歩前進できた年になったと感じています。Boat Times は今号が今年最後の

発行となります。この１年間のご愛顧、誠にありがとうございました。皆さま、どうぞ良い新年をお迎え下さい。 

◇全塗装で保護力がよみがえる！ 
艇の塗装は美しく見せるためだけではなく、FRP を紫外線から守ったり、水分の

進入を防ぐ役目も果たしています。しかし、その塗膜も紫外線によって劣化し、

色あせや、時には剥離に至ることがあります。この状態のまま使い続ければ、FRP

を保護する役割が果たせず、艇の劣化は早まることになります。艇をやむを得ず

屋外保管している場合は、カバーをかけるなど、直射日光が当たらない対策が必

要です。塗膜の劣化が激しい艇は、全塗装を行うことで保護力を蘇らせることが

できます。色は元の色と同じでなくてもかまいません。見た目も綺麗になるので、

漕手が丁寧に扱おうとする気持ちが強まることもメリットの一つです。若干重量

が増えますが、その重さは 1X で 400～500g 前後です。 

 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

弊社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

政府の事業仕分けでスポーツ界が揺れ動いています。特に国体予算

が検討の対象なのが気になります。政府予算の他に宝くじ助成金、

toto、B&G、その他スポーツへの補助金制度もありますが、スポーツ

に必要なお金は政府が予算だてをするのが本筋です。一方、スポー

ツ界もこれらの資金に頼るだけではなくて自立が求められていま

す。農業、製造産業でも文化事業でも補助に頼っていたところは地

力を失って衰退していくのが社会の常です。その意味において桑野

も国内ボートメーカーとして力を付けないといけません。今年もあ

りがとうございました。良き新年をお迎え下さい。【古川】 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 


